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1) 1. C. Greaves， Colonial 1¥イonetaryCondiの'ons，Colonial 0伍ce，Colonial Research Stu 
di恒， No. 10， H. M. S. 0" 1953.および，Colon日1Sterling Balances， Princeton， 1954 
2) 多どのヨ ロ〈諸国が戦後(第l次)直後は通貨制度の崩壊という事態に直面したが，セイロ
ンは，同様り尭行制度をもっ多〈申イギリス領植民地と同じく， ζり種の問題はまったくなかっ
たJ(H. A. S. Gunasekera， From. Dependent Cu門、mcy加 CentralBanking in C時lon，





いる白であるJ (A. Hazlewood， "Ster1ing Balance and the Colonial Currency System: 
The Eco?白川CJou門叩l，Dec. 1952.' p. 945)。
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るo むしろ，このような次元から問題を設定するかぎり，正貨に対してだけで
はなし外国為替に対して国内通貨を供給できるようになった為替本位制的な





















4) 1940年時点においでさえ，包イロ γの幣制lをノレピ リγクからλタ りング リγタに変更
しようとした幣制改革においもそれがセイロンールピ のインドー ルピ に対する過高評価に
導き，ただ亡さえ，園内投資自輯主主に乏しいセイロン白資金が，インドに吐け口を求める己とが
できなくなる， とセイロンの商議日所と為替銀行が反対し，結局，その措置はとりやめになった，
といういきさつがある。 Obseτvationsof the Financial Secretary in introducing Currency 
Ordnance in 1940; Ceylon Hansard. 1940， pp. 415-21，参照。

























5) たとえば，セイロンに在住するインド入賞働者の数は 193C年にζれま亡のピー ク'"54万3，459
人であったが，恐慌が波及した1933年には45万9.822人に減っていた。しかもこれらインドのほ
ぼ全員が閑期には南イ γドに帰還していた白である。 AdministrationReport of Controller of 
Indian Im回目ant工abour，1930，および.Statistical Abstract of Ceylon 1950，書照，





























を経るものであった。白ylonBanking Com即日ionReport. Vol. I. Minutes of Evidence， 
p. 488: S. P. 23 of 1934，参開。








































































































































































30 (236) 第 123巻第4・5号
出金融のコストはきわめて高〈なってしまう不利さを伴うものであった。しか







ではなく，土着金融組織である Chettiers とかインド管区銀行の 1つである

















めて， それを植民地に流し込んでいたのである。 本国政府も RoyalCharter 



















































































34 (240) 第 123巻第4・5号
表 4・1 輸出額と月平均発券残高(単位 Rs.100万〉概算
年 '60 '65 70 '75 '80 85 
発券残高 0.54 1.57 2.69 2.85 1.53 4.18 3.8 
輸出額 9.81 15.74 23.45 26.47 45.06 33.34 33.8 
年 '90 95 L1900 '05 '10 '15 '18 
85 
2012695r 
輸出額 50.2 77.5 90.9 I 102.2 166.2 I 273.4 
(注1) 1856~75年までは 1R.~2S として換量L
(注2) 1856-80年までの輸出額はコー とー のみ， 1885年以降は全輸出額。
(注3) 1875年以降り輸出額は各午のルビー 相場で換算。
(出所) Gunasekera， From Dependent仁':urrencyto凸ntralBanking in凸'ylon，1962， 
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照〕。
表4・2で示きれているように， 187品ー 1883年は世界的な不況局面であった
のだが (w.W. Rostow， British Economy 01 the Nl問 ete四 thCentury， 
1948， p. 33，および Chart1，参照)，セイロンの輸出総額も1879年から1883年




表 4・2 輸出と月平均発券残高 (1878~1883年〕
年 !日間弘同JU|[日可抗F
1878 4，734 3，395 632 107 472 
1879 5，200 4，029 78日 107 384 
1880 5，043 3，334 657 104 418 
1881 3，566 2，137 437 100 376 
1882 3，634 1.798 465 81 368 
1883 3，521 1，352 305 81 410 
〔出所 CeylonGovern四.entGazettes; Gunasekera， ib!d.， p.61より作成。
1885年以降，セイロ γの幣制は thePaper Currency Ordinance of 1884 
により 1 レわゆる CurrencyBoard Systemに移行した。 乙れは Golonial
Secretary， Treasurer， Anditor-General を構成メ γパ とする Boardof 
Commissioners of Currency (Currcncy Board)がもち込まれたノレピー銀貸
(出所 MonthlyStatements of the Commissioners of Currency; Gunasekera， ibid.， p 
123，より作成。
を対価として政府紙幣を発行するというシステムのことであり，紙幣発行は常
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時172lft1727lt割引コ|14FJi
(出所) 表 4・3より作成。
表 4・5 ノレピーの対λターソング相場 (1893~1898年) (単位， R，.) 
年 I1削 I '94 I '95 I 四 I '97 '98 
|為替相場 I 151 I 135 I 山 | 山 | 山 163 






から 39.ksd.にまで下落するとともに，ノレピーの対スターリ Yグ相場も Is.
10Y，d.から ls.2yid にまで落ち込んでしまった (1日dianCurrency Com-
rnittee 1898: Appendices， p. 144，参照〉。そこでイ γ ド政府は Herschell





ち，インドの通貨当局は，ノレピ の相場を Is.4d にまで上昇させることを目
標に， 1892-93年で Rs.1，250万のルビー銀貨の新規鋳造を行なっていたのに，
1894-95年にはわずか Rs.94，595にまで下げ，さらに1897-98年には Rs.
499，219まで落としたのである ClndianCurrency Co皿mittee1898， Appendiー
38 く244) 描 123巻第4・5号


















由に資金借り入れができなかったからであるJ(Gunasekera， op. cit.， p. 125， 
より引用〉。



































3 e e fi ~ e e ~ ~ a 9 ~ 
月月月月月日月月 H 月月月
〔出所) Gunasekera， ibid.， p.126，より転載。
たるまでのセイロンの発券残高の四半期ごとの変化は図4・1に示されでいる。
すなわち，発券残高は1897年 1月には Rs.1，150万あったのに， 1897年3月
には Rs879万と大き〈減少したあと， この年の12月には Rs 1，020万に回復



















経済学調集」第17巻第l号， 1976年).②「植民地幣制U起点 theTreasury Minute of 1825， 
について(上).(中).C下)J (Ij経済論叢』第1剖巻第3.4号I 1977年，第12G巻第5.6号，
1977:年第 121巻第ト2号. 1978年).③ rTheOriental Ba叫ζC町 poration，1851-84年(上).
〈中). (下)J (Ij経済論叢」第121巻第4.5号， 1978年，第121巻第6号， 1978年;第122巻
第 1.2号.1978年〉。
